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テーマ：目録所在情報サービスの課題解決テーマ：目録所在情報サービスの課題解決
～共同分担目録方式の最適化にむけて～

• 現状の課題は山積み
– 書誌品質の低下・レコード調整の負担書誌品質の低下 レコ ド調整の負担
– カタロガーの減少・スキルの継承の困難性
– 図書館の厳しい財政状況

• ２つのアプローチで課題解決案を考える
運用体制検討グ プ– 運用体制検討グループ

– 人材育成検討グループ

• 今までの枠組みの中での課題解決ではなく、枠組み
そのものの見直しが必要そのものの見直しが必要
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CAT担当者としての自問CAT担当者としての自問

• 自問１：全文電子化の時代に目録は必要とさ
れているのか？

自問 図書館員（人間）が目録をとる必要は• 自問２：図書館員（人間）が目録をとる必要は
あるのか？

自問３ NACSIS CATは今のままでよいのか？• 自問３：NACSIS‐CATは今のままでよいのか？
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CAT/ILL担当者としての自答CAT/ILL担当者としての自答

• 自問１：全文電子化の時代に目録は必要とされているのか？• 自問１：全文電子化の時代に目録は必要とされているのか？

– 外とつながるための目録→ IDの重視

• 自問２：図書館員（人間）が目録をとる必要はあるのか？

– 完全川上方式
– ユニークな資料の書誌作成には人間の手が必要– ユニ クな資料の書誌作成には人間の手が必要。

• 自問３：NACSIS‐CATは今のままでよいのか？

利用系の見直し＝デ タの流通促進– 利用系の見直し＝データの流通促進
– 構築系の見直し＝共同分担方式の最適化

守備範囲（大学図書館資料の目録）を確実にカバーして
強みを生かしたデータベースを目指す！
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補足１：事前登録書誌補足１：事前登録書誌

• 平成21年1～3月の事前登録書誌試行
– TRCMARCを流用して，人手で現物から登録。
– コスト・方式・品質の面で課題。

事前登録書誌作成数 4,353

事前登録時に既登録数 1,393

レ ド調整発生数 125

• 参加館アンケート結果（中間まとめ）
試行を知 たか 有効だと思うか 登録されるとわか れば待 か

レコード調整発生数 125

試行を知っていたか？ 有効だと思うか？ 登録されるとわかっていれば待つか？

知っていた 知らなかった 有効と思う
有効と

思わない

1週間程度なら
ば、登録され
るまで待つ

登録されてい
なかったら先に
新規作成する

その他

→次のステップとしては機械的な処理を検討

355 348 600 75 564 80 49

50.5% 49.5% 88.9% 11.1% 81.4% 11.5% 7.1
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→次のステップとしては機械的な処理を検討



補足２：NACSIS CATの特徴補足２：NACSIS‐CATの特徴

カ リルNACSIS-CAT NDL OCLC 全国漢籍DB 古典籍総合目録
カーリル
アカデミア

書誌数 1000万件

975万件

21億,2100万件

78万件 470万件

所蔵数 １億1000万件 16億6 200万件所蔵数 １億1000万件 16億6,200万件

書誌年間増加数 40万件 70万件 320万件

参加機関数
大学・研究機関
1,248館 1館 世界171国

72,000館 66館 国書総目録掲載
館＋α816機関

大学図書館750 
館, 館 , 館 館 機関 館

書誌の特徴

日本語・他言語
の学術書

国立国会図書館
所蔵分

世界最大の書誌
DB

漢籍の
国内所蔵分

国書（著作レベ
ル＋書誌）

大学図書館の統
合検索

新刊の網羅性は
高い

日本語図書 (納
本 )の高い網羅
性

英語資料の
網羅性高い

参加館ローカル
書誌が含まれる

書誌の特徴
性

古典籍少 古典籍は別DB
唐本の書誌は充
実・和刻本は手
薄

多言語（特殊言
語）に対応

アジアOPACは
別DB

多言語（特殊言
語）に対応

漢字（正字）

所蔵の特徴
大学の網羅性高
い(93%)

国会図書館 米国中心に世界
中へ

参加希望館のみ 専門図書館が中
心

物理単位・貸出
情報管理

典拠の特徴
多言語の著者名
典拠

コントロールさ
れた著者名典拠
(860万件)

VIAFプロジェ
クト連携

典拠リンクはな
し

コントロールさ
れた著者名典拠
(6万8千件)
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運用体制検討グループ運用体制検討グループ

• 現状の認識：参加館の規模の相違や多様性
に見合う運用体制への変革の必要性

• 理想像を描く：目録所在情報サービスに求め
られる書誌の品質とは何かられる書誌の品質とは何か

• 作業課題：再定義された品質を確保しつつ総
合目録を構築するために，例えば参加機関
の機能別グループ化等の運用体制をシミュの機能別グル プ化等の運用体制をシミュ
レーション
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補足：書誌品質管理の実態補足：書誌品質管理の実態
• NIIの品質管理室業務（平成22年度実績）

重複報告処
理

修正報告処
理

Q&A
DB回答

雑誌新規修
正書誌チェッ
ク

変遷
シート
チェック

データ修正 二項ファ
イル作成

双子統
合処理

SV処理

図書 4,359 1,250 1,011 4,057

• レコ ド調整連絡（年6回 平成22年度実績）

, , , ,

雑誌 135 10,005 881 1,170 887 46 954

• レコード調整連絡（年6回，平成22年度実績）
図書所蔵付け替え 図書書誌修正 雑誌編成報告 雑誌書誌修正 雑誌所蔵付け替え

41 535 715 1 841 177 544

• 参加館のレコード調整
参加館のレコ ド調整数（アンケ ト回答の集計）

41,535 715 1,841 177 544

参加館のレコード調整数（アンケート回答の集計）

受付 依頼

35,769 11,23135,769 11,231
送付数 1453回答数 758の内
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人材育成検討グループ人材育成検討グループ

• 現状の認識：目録に関する基礎知識を持った
人材、実践的な目録記述・書誌同定のできる人材、実践的な目録記述 書誌同定 きる
人材の必要性

理想像を描く 図書館員に必要とされる目録• 理想像を描く：図書館員に必要とされる目録
に関する能力は何か

• 作業課題：目録系人材育成のため，例えば
中級講習会の研修内容 研修の実現方法等中級講習会の研修内容，研修の実現方法等
を企画立案
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グループ討議の約束事グループ討議の約束事

• 課題を掘り下げ，解決策を提案してください。課題を掘り下げ，解決策を提案してくださ 。

「 さん ○○し くださ は禁句 す• 「NIIさん、○○してください。」は禁句です。

• 「私たちは○○するので、一緒に実現しましょ
う」という解決策を示してくださいう」という解決策を示してください。
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